
1 

 

三重県地球温暖化対策総合計画（仮称）（中間案）に対する意見募集等の結果概要 
 

１ パブリックコメント 

（１）実施期間     令和２年 12 月 19 日（土）から令和３年１月 19 日（火） 

（２）寄せられた意見数 22 件（２名） 

（３）意見の概要    別紙１参照 

項目 意見数 
番号 

（別紙１） 

第１章 総論    

１ 計画策定の背景    

（１）気候変動の影響 1 1 

２ 計画の基本的事項    

（４）この計画でめざす姿 1 2 

第２章 温室効果ガスの削減    

３ 前計画における取組状況 2 3～4 

５ 削減に向けた取組    

（１）温室効果ガスの排出削減対策 2 5～6 

第３章 気候変動への適応    

３ 気候変動の影響と適応策    

（１）農林水産関係 2 7～8 

（４）健康分野 2 9～10 

第４章 三重県庁の取組    

４ 主な削減取組 1 11 

資料編    

資料２ 国の対策及び県の対策による削減量の内訳 1 12 

全般（用語関連） 10 13～22 

合 計 22  

 

２ 対応状況 

対 応 区 分 件数 

① 反映するもの 最終案に意見や提案内容を反映させていただくもの 9 

② 反映済みのもの 意見や提案内容がすでに反映されているもの 2 

③ 参考にするもの 
最終案には取り入れないが、今後の取組に意見や提案内

容を参考にさせていただくもの 
3 

④ 反映が難しいもの 6 

⑤ その他 （①から④に該当しないもの） 2 

合 計  22 

  

資料１ 



2 

 

２ 市町への意見照会 

（１）実施期間     令和２年 12 月 19 日（土）から令和３年１月 19 日（火） 

（２）寄せられた意見数 11 件（４市町） 

（３）意見の概要    別紙２参照 

項 目 意見数 
番号 

（別紙２） 

第１章 総論    

１ 計画策定の背景    

（３）国内の動向 2 1～2 

２ 計画の基本的事項    

（４）この計画でめざす姿 2 3～4 

（５）基本的な方向 3 5～7 

第２章 温室効果ガスの削減    

５ 削減に向けた取組    

（１）温室効果ガスの排出削減対策 1 8 

第３章 気候変動への適応    

２ 三重県の気候の状況と将来予測    

（２）気候の将来予測 1 9 

３ 気候変動の影響と適応策    

（５）自然災害分野 1 10 

第５章 計画の推進    

１ 各主体の役割と推進体制    

（１）各主体の役割 1 11 

合計 11  

 

２ 対応状況 

対 応 区 分 件数 

① 反映するもの 最終案に意見や提案内容を反映させていただくもの 10 

② 反映済みのもの 意見や提案内容がすでに反映されているもの 1 

③ 参考にするもの 
最終案には取り入れないが、今後の取組に意見や提案内

容を参考にさせていただくもの 
0 

④ 反映が難しいもの ０ 

⑤ その他 （①から④に該当しないもの） 0 

合計  11 

 



パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
で

の
意

⾒
の

概
要

と
対

応
【

対
応

区
分

】
 

①
 反

映
す

る
も

の
 

②
 反

映
済

み
の

も
の

 
③

 参
考

に
す

る
も

の
 

④
 反

映
が

難
し

い
も

の
 

⑤
 そ

の
他

（
①

〜
④

に
該

当
し

な
い

も
の

）

番
号

該
当

箇
所

意
⾒

の
概

要
対

応
区

分
意

⾒
に

対
す

る
考

え
⽅

1
第

１
章

１
（

１
）

（
２

）
（

p１
〜

3）
 

（
１

）
に

は
，

IP
CC

に
よ

る
報

告
書

の
内

容
が

多
く

，
（

２
）

と
統

合
で

き
る

部
分

は
統

合
し

た
ほ

う
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。
④

 
（

１
）

で
は

気
候

変
動

の
影

響
に

関
す

る
内

容
を

記
載

し
て

お
り

、
そ

の
科

学
的

根
拠

と
し

て
Ｉ

Ｐ
Ｃ

Ｃ
報

告
書

を
引

用
し

て
い

ま
す

。
一

⽅
、

（
２

）
は

国
際

的
な

気
候

変
動

対
策

の
動

向
を

記
載

し
て

お
り

、
統

合
は

難
し

い
と

考
え

ま
す

。
2

第
１

章
２

（
４

）
②

三
重

県
が

め
ざ

す
姿

（
p８

、
図

４
）

 
イ

ラ
ス

ト
に

あ
る

旅
客

機
や

⾼
層

ビ
ル

群
な

ど
、

現
状

の
三

重
県

の
イ

メ
ー

ジ
と

か
け

離
れ

て
い

る
。

①
 

一
般

的
な

街
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

を
参

考
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
三

重
県

の
将

来
イ

メ
ー

ジ
と

誤
解

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
囲

み
記

事
と

し
て

「
（

参
考

）
『

⻑
期

低
炭

素
ビ

ジ
ョ

ン
』

に
お

け
る

将
来

イ
メ

ー
ジ

」
に

修
正

し
ま

し
た

。
3、

4
第

２
章

３
生

活
に

関
す

る
こ

と
（

p1
6〜

17
）

 
ク

ー
ル

ビ
ズ

、
ウ

ォ
ー

ム
ビ

ズ
の

普
及

の
た

め
、

県
職

員
は

⽇
ご

ろ
か

ら
服

装
な

ど
⾒

え
る

部
分

に
留

意
し

、
積

極
的

に
ク

ー
ル

ビ
ズ

、
ウ

ォ
ー

ム
ビ

ズ
を

進
め

ら
れ

た
い

。
（

2件
）

③
×

2
 

ウ
ォ

ー
ム

ビ
ズ

や
ク

ー
ル

ビ
ズ

な
ど

の
取

組
は

、
冷

暖
房

に
伴

う
電

⼒
消

費
量

削
減

へ
の

一
つ

の
提

案
と

し
て

参
加

を
呼

び
か

け
て

お
り

、
県

に
お

い
て

も
場

面
に

応
じ

た
服

装
と

す
る

な
ど

礼
節

を
失

わ
な

い
よ

う
留

意
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

5
第

２
章

５
（

１
）

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
削

減
対

策
（

p2
5〜

35
）

 
部

門
・

分
野

横
断

的
対

策
と

し
て

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

関
す

る
再

生
可

能
資

源
へ

の
移

⾏
や

活
用

に
関

す
る

記
述

が
不

⼗
分

で
は

な
い

か
。

⑤
 

本
計

画
に

お
い

て
は

全
体

的
な

取
組

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

再
生

可
能

資
源

へ
の

移
⾏

や
活

用
と

い
っ

た
具

体
的

な
取

組
に

つ
い

て
は

、
同

時
期

に
策

定
を

進
め

て
い

る
「

三
重

県
循

環
型

社
会

形
成

推
進

計
画

（
仮

称
）

」
に

お
い

て
記

載
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
6

第
２

章
５

（
１

）
エ

③
低

炭
素

な
ま

ち
づ

く
り

（
p3

3）

 
「

低
炭

素
な

ま
ち

づ
く

り
」

に
向

け
た

施
策

と
し

て
、

「
３

R+
Re

ne
w

ab
le

」
の

観
点

か
ら

、
再

生
可

能
資

源
に

由
来

す
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
利

用
拡

⼤
を

加
え

て
は

ど
う

か
。

 
企

業
や

消
費

者
が

再
生

可
能

資
源

に
由

来
す

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

優
先

的
に

使
用

す
る

よ
う

に
自

治
体

が
働

き
か

け
る

こ
と

は
今

後
の

重
要

な
施

策
の

１
つ

と
考

え
る

。
ま

た
、

植
物

由
来

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
利

用
や

ケ
ミ

カ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
を

拡
⼤

す
る

こ
と

は
、

廃
棄

物
焼

却
時

の
発

生
CO

2を
削

減
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
考

え
る

。

⑤
 

本
計

画
に

お
い

て
は

全
体

的
な

取
組

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
た

め
、

本
計

画
へ

の
反

映
は

難
し

い
も

の
の

、
ご

意
⾒

の
と

お
り

、
３

R+
Re

ne
w

ab
le

に
取

り
組

む
こ

と
で

地
球

温
暖

化
対

策
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
同

時
期

に
策

定
を

進
め

て
い

る
「

三
重

県
循

環
型

社
会

形
成

推
進

計
画

（
仮

称
）

」
の

基
本

的
な

考
え

⽅
や

取
組

に
３

R+
Re

ne
w

ab
le

を
反

映
し

ま
す

。

7
第

３
章

３
（

１
）

農
林

⽔
産

関
係

①
〜

④
（

p4
2〜

44
）

 
適

応
策

と
し

て
、

気
候

変
動

に
よ

り
作

付
け

す
る

農
作

物
自

体
を

変
更

し
た

よ
う

な
事

例
が

あ
れ

ば
、

例
⽰

し
て

は
ど

う
か

。
④

 
気

候
変

動
へ

の
対

応
と

し
て

具
体

的
に

作
物

自
体

を
変

更
し

た
事

例
は

把
握

し
て

い
ま

せ
ん

。

8
第

３
章

３
（

１
）

⑩
⽔

産
業

（
p4

6）
 

気
候

変
動

に
よ

り
養

殖
漁

業
の

適
地

の
変

化
が

予
測

さ
れ

る
た

め
，

四
国

や
九

州
の

情
報

収
集

を
⾏

い
，

よ
り

養
殖

し
や

す
い

魚
種

へ
の

転
換

を
図

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
①

 
ご

意
⾒

を
参

考
に

、
「

今
後

進
め

て
い

く
適

応
策

」
の

中
に

「
気

候
変

動
に

対
応

し
た

育
種

に
よ

る
魚

類
・

藻
類

（
ノ

リ
類

）
・

ア
コ

ヤ
ガ

イ
の

品
種

改
良

、
新

た
な

品
種

に
適

し
た

養
殖

技
術

の
開

発
、

現
場

で
の

普
及

に
向

け
た

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

」
を

追
加

し
ま

す
。

別
紙
１

別
紙
１
 
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
の
概
要
と
対
応
 
1/
2



【
対

応
区

分
】

 
①

 反
映

す
る

も
の

 
②

 反
映

済
み

の
も

の
 

③
 参

考
に

す
る

も
の

 
④

 反
映

が
難

し
い

も
の

 
⑤

 そ
の

他
（

①
〜

④
に

該
当

し
な

い
も

の
）

番
号

該
当

箇
所

意
⾒

の
概

要
対

応
区

分
意

⾒
に

対
す

る
考

え
⽅

9
第

３
章

３
（

４
）

①
熱

中
症

（
p4

9）
 

気
候

変
動

に
よ

り
9⽉

か
ら

10
⽉

上
旬

は
も

は
や

夏
で

あ
る

と
い

う
認

識
に

⽴
っ

た
上

で
，

適
応

策
と

し
て

三
重

県
の

ス
ポ

ー
ツ

推
進

⽉
間

を
別

の
⽉

に
移

動
し

て
は

ど
う

か
。

③
 

9⽉
か

ら
10

⽉
は

、
ス

ポ
ー

ツ
の

⾏
事

や
イ

ベ
ン

ト
等

が
数

多
く

⾏
わ

れ
る

な
ど

、
多

く
の

県
⺠

の
皆

さ
ん

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

み
や

す
い

時
期

で
あ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

を
推

進
す

る
機

運
の

醸
成

を
図

る
の

に
ふ

さ
わ

し
い

時
期

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
今

後
も

ス
ポ

ー
ツ

推
進

⽉
間

の
取

組
の

中
で

、
猛

暑
で

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

は
、

⼗
分

な
休

息
や

⽔
分

補
給

な
ど

の
対

策
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

啓
発

し
、

ス
ポ

ー
ツ

が
健

康
づ

く
り

や
健

全
な

育
成

に
つ

な
が

っ
て

い
く

よ
う

取
組

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

10
第

３
章

３
（

４
）

②
感

染
症

（
p5

0）
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
は

、
空

気
が

乾
燥

し
た

寒
冷

な
地

域
で

広
ま

り
易

い
傾

向
が

⾒
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
気

候
変

動
に

伴
う

影
響

が
未

解
明

で
あ

れ
、

記
述

を
追

加
し

て
は

ど
う

か
。

④
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

関
し

て
は

、
気

候
変

動
の

影
響

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

記
載

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
ま

す
。

11
第

４
章

４
主

な
削

減
取

組
（

p6
1、

26
⾏

目
）

 
冷

暖
房

の
節

電
の

目
安

と
し

て
、

エ
ア

コ
ン

の
温

度
設

定
で

な
く

環
境

省
に

合
わ

せ
て

室
内

温
度

と
さ

れ
た

い
。

①
 

ご
意

⾒
を

ふ
ま

え
、

「
冷

暖
房

時
の

適
正

な
室

温
管

理
（

冷
房

28
℃

、
暖

房
20

℃
を

目
安

）
を

⾏
い

ま
す

。
」

に
修

正
し

ま
し

た
。

12
資

料
２

国
の

対
策

及
び

県
の

対
策

に
よ

る
削

減
量

の
内

訳
（

p6
9、

表
11

（
運

輸
部

門
）

）

 
物

流
の

効
率

化
に

つ
い

て
は

，
県

道
の

供
用

開
始

を
三

重
県

の
対

策
に

よ
る

削
減

量
と

し
て

算
定

し
て

は
ど

う
か

。
④

 
県

道
の

供
用

開
始

は
、

規
格

の
⾼

い
道

路
へ

の
転

換
促

進
に

よ
る

道
路

交
通

流
対

策
と

し
て

国
の

対
策

に
よ

る
削

減
量

に
含

ま
れ

る
と

考
え

ま
す

。

13
〜 22

全
般

（
用

語
関

連
）

 
語

句
の

誤
り

や
注

釈
・

和
訳

の
追

加
等

に
関

す
る

ご
意

⾒
（

10
件

）
①

×
6

②
×

2

④
×

2

 
ご

意
⾒

を
ふ

ま
え

、
必

要
な

個
所

に
つ

い
て

わ
か

り
や

す
い

表
現

へ
の

修
正

や
注

釈
、

和
訳

の
追

加
等

を
⾏

い
ま

し
た

。

別
紙
１
 
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
意
見
の
概
要
と
対
応
 
2/
2



市
町

か
ら

の
意

⾒
の

概
要

と
対

応

【
対

応
区

分
】

 
①

 反
映

す
る

も
の

 
②

 反
映

済
み

の
も

の
 

③
 参

考
に

す
る

も
の

 
④

 反
映

が
難

し
い

も
の

 
⑤

 そ
の

他
（

①
〜

④
に

該
当

し
な

い
も

の
）

番
号

該
当

箇
所

意
⾒

の
概

要
対

応
区

分
意

⾒
に

対
す

る
考

え
⽅

1,
2

第
１

章
１

（
３

）
国

内
の

動
向

（
P４

）
 

国
の

20
50

年
度

ま
で

の
脱

炭
素

宣
⾔

の
表

明
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

。
（

２
件

）
①

×
2

 
ご

意
⾒

の
と

お
り

第
１

章
に

追
記

し
ま

し
た

。

第
１

章
１

（
３

）
国

内
の

動
向

（
P４

）
 

国
の

20
50

年
度

ま
で

の
脱

炭
素

宣
⾔

の
表

明
に

つ
い

て
記

載
す

べ
き

。
（

２
件

）
①

×
2

3
第

１
章

２
（

４
）

①
⻑

期
ビ

ジ
ョ

ン
（

p
６

）

「
W

el
l-t

o-
W

he
el

 Z
er

o 
Em

iss
io

n」
 に

つ
い

て
、

W
el

l 「
ガ

ソ
リ

ン
の

原
料

と
な

る
⽯

油
の

油
井

な
ど

」
、

W
he

el
「

⾞
」

と
い

っ
た

説
明

も
含

め
た

注
釈

を
加

え
る

べ
き

。
②

 
本

⽂
中

で
「

移
動

・
輸

送
⼿

段
は

燃
料

製
造

か
ら

⾛
⾏

ま
で

全
過

程
が

脱
炭

素
化

す
る

」
と

説
明

し
て

ま
す

。
ま

た
、

p3
0に

詳
し

い
説

明
が

入
っ

た
イ

ラ
ス

ト
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

4
第

１
章

２
（

４
）

図
４

 
⻑

期
⼤

幅
削

減
の

絵
姿

（
街

の
イ

メ
ー

ジ
）

（
p８

）

 
も

う
少

し
三

重
県

ら
し

い
イ

メ
ー

ジ
に

変
更

し
て

は
ど

う
か

。
①

 
一

般
的

な
街

の
将

来
イ

メ
ー

ジ
を

参
考

と
し

て
掲

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

三
重

県
の

将
来

イ
メ

ー
ジ

と
誤

解
さ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、

囲
み

記
事

と
し

て
「

（
参

考
）

『
⻑

期
低

炭
素

ビ
ジ

ョ
ン

』
に

お
け

る
将

来
イ

メ
ー

ジ
」

に
修

正
し

ま
し

た
。

5
第

１
章

２
（

５
）

⽅
向

２
（

p９
、

36
⾏

目
）

 
地

域
循

環
共

⽣
圏

の
概

念
は

，
簡

単
な

で
具

体
例

(地
域

資
源

を
活

⽤
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

な
ど

)を
例

⽰
す

る
と

さ
ら

に
理

解
が

深
ま

る
の

で
は

な
い

か
。

①
 

地
域

資
源

の
例

⽰
と

し
て

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
⾃

然
資

源
や

都
市

基
盤

、
産

業
集

積
等

の
ほ

か
、

⽂
化

、
風

土
、

組
織

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
の

」
を

追
記

し
ま

し
た

。

6
第

１
章

２
（

５
）

⽅
向

３
（

p1
0、

９
⾏

目
）

 
「

県
⺠

，
事

業
者

，
⾦

融
機

関
，

⺠
間

団
体

，
他

の
地

⽅
公

共
団

体
等

の
参

画
・

協
働

」
に

，
⼤

学
等

の
教

育
機

関
・

研
究

機
関

も
加

え
て

は
ど

う
か

。
①

 
ご

意
⾒

の
と

お
り

「
教

育
・

研
究

機
関

」
を

追
記

し
ま

し
た

。

7
第

１
章

２
（

５
）

⽅
向

４
（

p1
0）

 
「

よ
り

レ
ジ

リ
エ

ン
ト

な
持

続
可

能
な

社
会

変
⾰

へ
と

移
⾏

し
て

い
く

」
を

「
よ

り
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
で

持
続

可
能

な
社

会
へ

移
⾏

し
て

い
く

」
に

修
正

し
て

は
ど

う
か

。
①

 
ご

意
⾒

の
と

お
り

修
正

し
ま

し
た

。

8
第

２
章

５
（

１
）

ウ
 

家
庭

部
門

（
p3

0、
26

⾏
目

）

 
県

⺠
の

意
識

改
⾰

を
促

す
た

め
に

も
、

本
計

画
は

県
⺠

に
読

ん
で

も
ら

い
や

す
い

よ
う

な
内

容
に

す
る

べ
き

で
あ

り
、

「
ナ

ッ
ジ

理
論

」
な

ど
カ

タ
カ

ナ
英

語
表

現
を

で
き

る
限

り
他

の
平

易
な

⾔
葉

に
⾔

い
換

え
る

、
ま

た
、

環
境

専
門

⽤
語

に
は

注
釈

を
加

え
る

べ
き

。

①
 

「
ナ

ッ
ジ

理
論

」
を

は
じ

め
、

「
グ

リ
ー

ン
ボ

ン
ド

」
、

「
Ｃ

Ｃ
Ｓ

・
Ｃ

Ｃ
Ｕ

」
な

ど
⾔

い
換

え
が

難
し

い
⽤

語
に

つ
い

て
、

で
き

る
限

り
注

釈
を

加
え

ま
す

。

9
第

３
章

２
（

２
）

気
候

の
将

来
予

測
（

P4
0、

41
）

 
図

23
と

図
26

を
⾒

⽐
べ

た
際

，
図

23
で

は
１

時
間

降
⽔

量
50

㎜
以

上
の

年
間

観
測

回
数

が
20

19
年

時
点

で
既

に
21

回
発

⽣
し

て
お

り
，

図
26

で
は

将
来

気
候

で
さ

え
最

⼤
１

回
と

，
両

者
に

矛
盾

が
⽣

じ
て

い
る

よ
う

に
読

み
取

れ
て

し
ま

う
た

め
，

グ
ラ

フ
に

つ
い

て
補

足
が

加
え

る
べ

き
。

 
ま

た
，

19
80

〜
19

99
は

あ
く

ま
で

気
候

予
測

モ
デ

ル
が

再
現

し
た

現
在

気
候

で
あ

り
，

「
現

在
（

19
80

〜
19

99
）

」
と

表
記

す
る

と
誤

解
が

⽣
じ

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

こ
ち

ら
に

つ
い

て
も

補
足

を
加

え
る

べ
き

。

①
 

ご
意

⾒
の

と
お

り
、

図
23

と
図

26
は

単
純

に
⽐

較
で

き
る

も
の

で
は

な
く

、
矛

盾
が

あ
る

と
誤

解
さ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

、
図

26
（

三
重

県
の

1時
間

降
⽔

量
50

m
m

以
上

の
年

間
発

⽣
回

数
の

変
化

予
測

）
を

削
除

し
、

本
⽂

に
お

い
て

、
三

重
県

に
お

け
る

将
来

の
⼤

雨
発

⽣
回

数
が

約
２

倍
に

増
加

す
る

と
の

予
測

の
紹

介
の

み
と

し
ま

し
た

。別
紙
２

別
紙
２
 
市
町
か
ら
の
意
見
の
概
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と
対
応
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【
対

応
区

分
】

 
①

 反
映

す
る

も
の

 
②

 反
映

済
み

の
も

の
 

③
 参

考
に

す
る

も
の

 
④

 反
映

が
難

し
い

も
の

 
⑤

 そ
の

他
（

①
〜

④
に

該
当

し
な

い
も

の
）

番
号

該
当

箇
所

意
⾒

の
概

要
対

応
区

分
意

⾒
に

対
す

る
考

え
⽅

10
第

３
章

３
（

５
）

②
イ

 
治

山
対

策
と

災
害

に
強

い
森

林
づ

く
り

の
推

進
（

p5
2、

37
⾏

目
）

 
「

流
⽊

と
な

る
お

そ
れ

の
あ

る
渓

流
沿

い
等

の
危

険
⽊

の
伐

採
・

搬
出

、
森

林
整

備
、

治
山

施
設

な
ど

に
異

常
堆

積
し

た
土

砂
や

⽴
⽊

の
撤

去
」

を
「

流
⽊

と
な

る
お

そ
れ

の
あ

る
渓

流
沿

い
の

森
林

整
備

、
治

山
施

設
な

ど
に

異
常

堆
積

し
た

土
砂

や
⽴

⽊
の

撤
去

」
に

修
正

さ
れ

た
い

。
（

理
由

）
 

危
険

⽊
の

伐
採

・
搬

出
と

な
っ

て
い

る
が

、
危

険
⽊

対
策

に
つ

い
て

は
⾃

然
災

害
で

の
対

策
で

は
な

く
、

「
み

え
森

と
緑

の
県

⺠
税

事
業

」
に

お
い

て
も

【
⽣

活
環

境
の

整
備

】
事

業
で

あ
り

、
施

設
管

理
の

維
持

管
理

的
な

意
味

合
い

を
含

む
こ

と
か

ら
、

⾃
然

災
害

分
野

で
記

載
す

る
に

は
違

和
感

が
あ

る
。

ま
た

、
森

林
整

備
に

つ
い

て
も

「
三

重
の

森
林

づ
く

り
基

本
計

画
２

０
１

９
」

基
本

施
策

１
-（

2）
県

⺠
の

命
と

暮
ら

し
を

守
る

森
林

づ
く

り
に

記
載

さ
れ

て
い

る
（

1）
災

害
に

強
い

森
林

づ
く

り
を

推
進

（
p2

4）
の

項
目

に
あ

る
「

流
⽊

と
な

る
お

そ
れ

の
あ

る
渓

流
沿

い
の

」
と

す
る

⽅
が

整
合

性
が

取
れ

て
い

る
。

①
 

危
険

⽊
の

伐
採

は
「

み
え

森
と

緑
の

県
⺠

税
事

業
」

に
お

い
て

、
災

害
に

強
い

森
林

づ
く

り
推

進
事

業
の

ほ
か

に
も

、
⼈

家
裏

や
道

路
沿

い
等

の
危

険
⽊

の
伐

採
や

災
害

か
ら

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

を
守

る
事

前
伐

採
事

業
も

あ
り

ま
す

が
、

当
該

項
目

は
土

砂
災

害
対

策
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
該

当
す

る
の

は
災

害
に

強
い

森
林

づ
く

り
推

進
事

業
の

み
で

あ
り

、
拡

⼤
解

釈
を

避
け

る
た

め
「

等
」

を
削

除
し

、
「

流
⽊

と
な

る
お

そ
れ

の
あ

る
渓

流
沿

い
の

危
険

⽊
の

伐
採

・
搬

出
、

」
と

し
ま

し
た

。
 

な
お

、
「

渓
流

沿
い

の
森

林
整

備
」

と
い

う
表

現
を

⽤
い

た
場

合
、

エ
リ

ア
を

拡
⼤

し
て

捉
え

る
こ

と
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

「
渓

流
沿

い
の

危
険

⽊
」

と
い

う
表

現
を

⽤
い

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

11
第

５
章

１
（

１
）

■
市

町
の

役
割

（
p6

2、
23

⾏
目

）

 
p6

9の
「

地
⽅

公
共

団
体

実
⾏

計
画

（
区

域
施

策
）

」
と

区
別

す
る

た
め

、
「

地
⽅

公
共

団
体

実
⾏

計
画

」
を

「
地

⽅
公

共
団

体
実

⾏
計

画
（

事
務

事
業

）
」

と
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

①
 

ご
意

⾒
の

と
お

り
修

正
し

ま
し

た
。

別
紙
２
 
市
町
か
ら
の
意
見
の
概
要
と
対
応
 
2/
2


